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シジュウカラ類の巣箱での就塘について

矢作英三’

はじめに

シジュウカラ科のシジュウカラやヤマガラなどは樹洞で繁殖するが，巣箱を架設すると，

しばしばそれを利用して繁殖する（小池・樋口1989)．巣箱の架設は，樋口（1978）の指

摘にもあるように，繁殖に適した樹洞の少ない林ではこれらの鳥類にとって繁殖の機会を

ふやす点で効果があるが，今後の研究課題も多い．ところで，浦本（1966)，Saitoｕ

(1979）によると，シジュウカラは冬季には巣箱をねぐらとして利用する．筆者の箱根地

方での観察でも，シジュウカラは冬季にはごく普通に，またヤマガラも少なくとも一部の

個体は樹洞で就崎する．したがって巣箱の架設には，繁殖の機会をふやす以外に，冬季の

ねぐら場所を供給する効果も考えられる．筆者は1975～1988年に，神奈川県箱根地方でシ

ジュウカラとヤマガラの生活史の観察を行なったが，そのあいだ，おもに冬季の夜間に，

巣箱のねぐらとしての利用状況を調査したので，その結果を報告する．

調査地および調査方法

調査地は神奈川県足柄下郡箱根町の箱根樹木園で，標高は約725～760ｍ，面積は約l2ha

で，境界部に芝生地や建物があるが，大部分は樹林である．この樹林は，おもにヒメシャ

ラ，ケヤキやモミジ類などの高木がよく残された落葉広葉樹林で構成され，小規模なスギ，

ヒノキなどの植林の高木林がパッチ状に分布している．

筆者は，約50個のシジュウカラ類の繁殖用の巣箱を，おおむね50ｍ間隔で，地上から約

2ｍの高さに架設した．調査地内の最も遠い巣箱のあいだの距離は，約700ｍであった．巣

箱の前面の高さは約20ｃｍ，幅と奥行きはそれぞれ約16ｃｍで，前面中央上部に直径3.0ｃｍ

の出入口を設けた．

調査地には年間をとおしてシジュウカラ，ヤマガラおよびヒガラが生息し，コガラもし

ばしば出現した．このうちシジュウカラとヤマガラのかなりの個体には，色足環を装着し，

個体識別を行なった．

調査は1976～1987年の10月18日～３月25日の夜間に，のべ28回巣箱を巡回し，巣箱で就

婚している種と色足環などの確認を行なった．色足環のついていない個体には，その場で

色足環を装着した．

1992年11月５日受理
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調査結果

１．シジュウカラおよびヤマガラ

巣箱をねぐらとして利用したのはシジュウカラだけで，ひとつの巣箱は１羽だけが利用

していた．調査した巣箱ののべ総数（ノネズミ類，ヤマネ，カマドウマなどが利用してい

た巣箱を含む）に対する，シジュウカラがねぐらとして利用していた巣箱ののべ総数の割

合は5.4％であった（表l)．ただし10月の２回の調査では巣箱は利用されておらず，これ

を除いた１１～３月の利用していた巣箱ののべ総数の割合は5.8％であった．利用していた

のはほとんどが雄で，利用した総個体数にしめる雄の個体数の割合は約82％，雌のそれは

約18％であった．

ところで，もうひとつの巣箱のねぐらとして利用率の尺度として，その地域に生息する

個体のうち，何羽が利用していたかという割合がある．それを把握するには，調査地に生

息する個体数を算出する必要がある．調査地では，毎年20つがい前後のシジュウカラと１０

つがい前後のヤマガラが巣箱で繁殖し（田中ほか1978)，秋冬季にはシジュウカラは群れ

で，ヤマガラは繁殖期と同じっがい単位で生活している（矢作ほか1978)．調査地を行動

圏とするシジュウカラとヤマガラの，ほぼ全個体に色足環が装着されていた1976～1977年

の秋冬季を例にとると，シジュウカラでは7羽の雄と３羽の雌がほぼ調査地内で生活し，

別の７羽の雄と４羽の雌が調査地とその外部を行動圏として生活していた（ただし時期に

より個体数に変動があった)．一方ヤマガラでは４つがいが，ほぼ調査地内で生活し，別

の４つがいが，調査地とその外部を行動圏として生活していた．ただし，調査地とその外

部を行動圏とする個体については，いずれも調査地外部での，正確な行動圏は調査してい

なかった．したがって，これらの個体は半分を調査地で，半分をその外部で生活していた

表１．調査した巣箱とシジュウカラが利用した巣箱数（1976～1987年)．

Table1．TotalnumberofnestboxesinspecteｄａｎｄｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄｂｙGreat
TitsParusmq/orinHakone（1976～1987)．

調査回数

Ｄａｙｓ

調査した巣箱の総数

Ｔｏｔａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓ

利用した巣箱の総数

Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｕｓｅｄ

雄

Ｕｓｅｄｂｙｍａｌｅｓ

雌

Ｕｓｅｄｂｙｆｅｍａｌｅｓ

利用率（％）

％ｕｓｅｄ

０ct．Nov．Dec．Ｊａｎ．Ｆｅｂ．Mar・Total

２５７５２７２８

9７２４８３３２２６２９８３２６1,363

０９２２１５７２１７４

０７２０１３６１５６１

０２２２１６１３

０３．６６．６５．７７．１６．４５．４
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表２．シジュウカラの生息個体数と巣箱の利用個体数（1976年11月～1977年１月)．

Table２．IndividualnumberofGreatTitsatstudyareaandnumberofGreatTitsusingnest

boxes（Nov,１９７６～Jan,1977)．

生息個体数

Individualnumberofresidents

雄

Ｍａｌｅｓ

雌

Females

利用個体数

Ｎｏ．usednestboxes

雄

Ｍａｌｅｓ

雌

Ｆｅｍａｌｅｓ

利用率（％）

％ｕｓｅｄ

雄（％）

Ｍａｌｅｓ

雌（％）

Ｆｅｍａｌｅｓ

Nov・ｌ６Ｎｏｖ２４Ｄｅｃ・ｌＤｅｃ、９Dec､１６Ｊａｎ､１５Total

1５１５１４１４１４１２．５８４．５

1 0 . 5１０．５１０１０１０８．５５９．５

4.5４．５４４４４２５

３２３２０５１５

２１３２０４１２

１１０００１３

2０１３２１１４０４０１８

1９１ ０３０２００４７２０

2２２２０００２５１２

注．生息個体数は，（(行動圏が調査地に含まれる個体数)＋(調査地とその外部を行動圏としていた個体数))×ｌ／２と

して算出した．

と仮定すると，シジュウカラは表２のとおり雄の約20％と，雌の約12％がそれぞれ巣箱を

ねぐらとして利用していたといえる．同様に，ヤマガラは実質的に６つがいが調査地に生

息し，いずれも巣箱をねぐらとして利用していなかったといえる．

またシジュウカラではある特定の個体が，巣箱をねぐらとして利用する傾向があり，た

とえば1976年３月の４回の調査では，ある雄が４回とも巣箱で就婿し，1976～1977年秋冬

季の６回の調査では，別の雄がやはり５回巣箱で就暗していた（表３）．ただし，その場

合もひとつの巣箱だけを利用するのではなく，比較的狭い範囲内でいくつかの巣箱を利用

していた．なお，同一個体によってねぐらとして利用された巣箱のあいだの距離は，最短

で０ｍ（同一の巣箱を利用した例)，最長で約140ｍであった．

２．その他の鳥類

調査地には，シジュウカラ科の鳥類としては，シジュウカラおよびヤマガラ以外にヒガ

ラとコガラが生息していた．ヒガラは四季をとおして，おおむね１つがいが生息し，約３

年に１回巣箱を利用して繁殖していた．コガラもおおむね１つがいが生息していたが，調

査地の外部で生活することが多く，また，巣箱を利用して繁殖しなかった．これら２種は，

巣箱では就婚していなかった．
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表３．シジュウカラの巣箱を利用した個体としなかった個体（1976年11月～1977年１月)．

Table３．IndividualhistoryofresidentGreatTitsroostinginnestboxes（Nov､１９７６～Jan、
1977)．
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Individualsandsexes Nov,1６Nov､2４Dec、ｌＤｅｃ、９Dec,1６Ｊａｎ､1５

考察

調査地では，毎年，ほぼすべてのシジュウカラとヤマガラが巣箱で繁殖するが，冬季に

は一部のシジュウカラだけが巣箱で就崎する．シジュウカラのこの傾向は，Perrins

(1979）の指摘のとおり，ねぐらの穴として，繁殖の巣穴より小さな穴を選択している結

果と思われる．冬季のねぐらの穴は，繁殖の巣穴と異なり，１羽の個体が入れるだけの大

きさで十分である．そして，就蹄している個体は体表から周囲の空気に熱を奪われ，一方

周囲の空気は体表から供給される熱で暖められ，最終的には体表の温度とねぐらの穴の空

気の温度は，ある均衡状態に達する．この均衡状態に達するまでに，体表の周囲で暖めら

れた空気は対流，伝導やその個体の動作による撹乱で，熱を奪われていく．したがって，

穴の中の空気の体積が小さいほうが，より早くこの均衡状態に達すると考えられるので，
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１
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注．Ａ１～Ａ８，Ｂ１～Ｂ４は利用した巣箱の番号で，Ａは芝生地に接して，Ｂは樹林の中に架設された巣箱を示す．

空欄は巣箱を利用しなかったことを，一はその月に生息が確認されなかったことを示す，１～10は行動圏がほぼ

調査地内に含まれていた個体で，１１～21は行動圏が調査地とその外部にまたがっていた個体である．

なお，調査地には，シジュウカラ科以外の樹洞で就婿すると考えられる種として，アオ

ゲラ，アカゲラ，コゲラが普通に，オオアカゲラ，ゴジュウカラがまれに生息し，秋冬季

にはキツツキ類が巣穴を大きく削りとる行動がみられたが，いずれの種も巣箱では就婿し

ていなかった．
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シジュウカラは保温のために有利な小さな穴を，ねぐらとして選択しているのではないだ

ろうか．そして，樹林内では繁殖に利用できる大きな樹洞の数は，冬季のねぐらとして利

用できる小さな樹洞の数より，少ないと想定されるため，巣箱を架設した場合，シジュウ

カラが繁殖に利用する割合は大きく，冬季のねぐらに利用する割合は小さくなると考えら

れる．

それでは，シジュウカラは巣箱をねぐらとして利用し，ヤマガラは利用しないのはなぜ

だろうか．これにはいくつかの仮説が考えられる．ひとつは種間の競合関係であり，優位

なヤマガラがねぐらに適した小さな樹洞を利用し，劣位のシジュウカラはより条件の悪い

大きな樹洞を利用し，その結果シジュウカラだけが巣箱を利用するというものである．調

査地での観察では，冬季の採食物に関する争いでは，ヤマガラはシジュウカラより優位に

あり，この２種のあいだに優劣関係があるのは確かであるが，実際にねぐらをめぐっての

争いをみることはほとんどなかった．もうひとつの考えられる理由は，この２種のねぐら

の選好性が異なっているというものである．ヨーロッパのシジュウカラ類では，各種の営

巣場所の高さが異なっていることが知られており（Lackl971)，同様な，高さの選好性

の違いが，日本のシジュウカラ類のねぐらについても存在する可能性がある．なお，十分

な調査は行なっていないが，筆者の観察では１月や２月の厳冬期にも，ヤマガラはスギや

ヒノキの高木の梢でしばしば就暗しており，今後の詳細な調査を要するが，相当数のヤマ

ガラは樹洞で就崎していない可能性がある．

また，特定のシジュウカラの個体がよく巣箱をねぐらとして利用していた点については，

その個体が巣箱を選好したというより，その個体がねぐらとして利用する地域の中に，ね

ぐらに適した樹洞がなかったため，やむを得ず巣箱を利用したと考えるべきではないだろ

うか．そこで，具体的な樹洞の分布は把握できないので，すべての巣箱を，樹林内に架設

した巣箱（約37個）と，芝生地に接した林縁部に架設した巣箱（約13個）に分けて，その

利用率を算出した．その結果は表４のとおりで，1976年３月以外は前者の利用率が後者の

利用率より高かった．両者の利用率の関係は，1976年３月がｘ２＝0.066（Ｐ＞0.05)，１９７６

～1977年の冬季がｘ２＝23.924（Ｐ＜0.01)，1978～1979年の冬季がｘ２＝10.727（Ｐ＜0.01)，

1980～1981年の冬季がＸ２＝5.437（Ｐ＜0.05）で，1976年３月を除くと有意な差があった．

芝生地に接した地域は樹木の数が少ないため，樹洞の数も少ないと推定され，そのような

地域では，シジュウカラの巣箱の利用率は高くなるものと考えられる．

表４．芝生地に接した巣箱と樹林内の巣箱の利用率．

Ｔａｂｌｅ４．Percentageofusedboxestototalnestbｏｘｅｓｉｎｔｗｏｄｉｆｆｅｒｅｎｔｔｙｐｅｓｏｆｓｉｔｅｓ．

Ｐｌａｃｅｄｓｉｔｅ Mar､１９７６１９７６－１９７７１９７８－１９７９１９８０－１９８１

芝生地に接した巣箱（％）

Ｔｈｉｎｌｙｗｏｏｄｅｄａｒｅａ

樹林内の巣箱（％）

Thicklywoodedarea

注．３回以上調査した期間のみ記載した．

4.3

5.3

16.0

1.4

12.3 10.5

１．８ 1.8
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要約

ｌ・神奈川県箱根町の箱根樹木園で，シジュウカラ類の繁殖用巣箱での晩秋～早春の就鵬状況を調査

した．

２．就購したのはすべてシジュウカラで，総調査巣箱数に対する就蹄に利用した巣箱の総数の割合は

5.4％であり，雄が利用することが多かった．

３．１９７６年晩秋～1977年冬の調査では，調査地に生息する雄の20％程度が，また雌の12％程度が巣箱

で就崎していた．

４．シジュウカラは，それぞれの個体が就崎する地域の中に，就蹄に適した樹洞がない場合，巣箱を

利用すると思われる．
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Ｔｈｅｕｓｅｏｆｎｅｓｔｂｏｘｅｓｆｏｒｒｏｏｓｔｉｎｇｗａsstudiedusingabout50nestboxesiｎｌａｔｅａｕｔｕｍｎ

－ｅａｒｌｙｓｐｒｉｎｇａｔＪｕｍokuenPark,awoodlandofl2ha,inHakonedistrictinKanagawa､In

observationsfor28nights,onlyGreatTitsParusmqﾉorwerefoundroostinginnestboxes・

Thefrequencyofusednestboxeswas5.4％（74／1363).OfthenestboxesinwhichGreatTits

werefound,８２％ｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｍａｌｅｓａｎｄ１８％wereusedbyfemales､Ofresidentindividu‐

als,approximately20％ｏｆｍａｌｅｓａｎｄ１２％offemalesroostedinnestboxesduringwinter、

Individualsroostinginnestboxeswereconsideredtohavelesscomfortablenaturalholes
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